
指数」として取りまとめた。

生 産

鉱 工 業 出 荷

在 庫

公表している。

令和３年 山 梨 県 鉱 工 業 指 数

（概 要 版）

山梨県では、県内における鉱工業の生産、出荷及び在庫の動向を迅速かつ総合的に

把握し、景気動向の基礎資料を得ることを目的に、毎月「山梨県鉱工業指数」を作成、

　　山　梨　県
　　　　　　Yamanashi Prefecture 公表日　令和4年9月29日(木)

平成２７年（２０１５年）基準

このたび、令和３年（１月～１２月）の動向について、「令和３年山梨県鉱工業

令和３年の鉱工業生産・出荷・在庫の活動は、生産が指数値（原指数）１２５.４で

前年比１９.５％と上昇し、出荷が指数値（原指数）１３３.３で同２０.２％と上昇

し、在庫が指数値（年末原指数）１５４ .７で前年末比７ .９％と上昇した。

平成２７年（２０１５年）＝１００

生産・出荷指数については年平均値、在庫指数については期末値（１２月）を使用している。

133.3 20.2

154.7 7.9
　※原指数について

○令和３年の鉱工業指数

令和３年 原指数 前年（末）比(％)

125.4 19.5

1



○四半期毎の動向

平成２７年（２０１５年）＝１００

指数 前期比 指数 前年比 指数 前期比 指数 前年比

125.4 19.5 133.3 20.2

令和３年 Ⅰ期（１～３月） 118.1 1.9 118.5 14.5 129.6 6.5 127.5 21.4

Ⅱ期（４～６月） 125.4 6.2 124.6 27.7 133.4 2.9 131.6 28.4

Ⅲ期（７～９月） 126.3 0.7 123.0 22.8 132.8 △ 0.4 130.5 19.5

Ⅳ期（１０～１２月） 131.5 4.1 135.4 14.6 137.5 3.5 143.8 13.3

指数 前期末比 指数 前年末比 指数 前期比 指数 前年比

154.7 7.9 95.7 5.6

令和３年 Ⅰ期（１～３月） 124.6 △ 15.7 120.0 △ 10.0 96.3 2.6 96.4 △ 1.2

Ⅱ期（４～６月） 137.8 10.6 142.8 0.8 96.5 0.2 95.6 19.8

Ⅲ期（７～９月） 148.3 7.6 150.2 17.0 94.7 △ 1.9 93.2 5.4

Ⅳ期（１０～１２月） 153.3 3.4 154.7 7.9 94.9 0.2 97.6 0.9

四 半 期 毎 に み る と 、 生 産 は 、 Ⅰ 期 は 前 期 比 １ . ９ ％ 、 Ⅱ 期 は 同 ６ . ２ ％ 、

Ⅲ 期 は 同 ０ . ７ ％ 、 Ⅳ 期 は 同 ４ . １ ％ と 連 続 し て 上 昇 し た 。

出 荷 は 、 Ⅰ 期 は 前 期 比 ６ . ５ ％ 、 Ⅱ 期 は 同 ２ . ９ ％ と 連 続 し て 上 昇 し 、

Ⅲ 期 は 同 △ ０ . ４ ％ と 減 少 し 、 Ⅳ 期 は 同 ３ . ５ ％ と 上 昇 し た 。

表－１　山梨県鉱工業指数の推移

在 庫 は 、 Ⅰ 期 は 前 期 末 比 △ １ ５ . ７ ％ と 減 少 し 、 Ⅱ 期 は 同 １ ０ . ６ ％ 、

Ⅲ 期 は 同 ７ . ６ ％ 、 Ⅳ 期 は 同 ３ . ４ ％ と 連 続 し て 上 昇 し た 。

図－１　鉱工業生産・出荷・在庫指数の動向（季節調整済）

生産 出荷

季節調整済指数

令和３年

原指数 季節調整済指数 原指数

在庫 《参考》国　生産

令和３年

季節調整済指数 原指数 季節調整済指数 原指数

H27(2015)=100

2



○生産の動向

　　　注）年別指数＝原指数　　四半期別指数＝季節調整済指数　　前年比＝原指数による　　前期比＝季節調整済指数による

　　　　　×＝秘匿を表す　　（その他工業）家具工業、木材・木製品工業、その他製品工業を統合したもの

○出荷の動向

　　　注）年別指数＝原指数　　四半期別指数＝季節調整済指数　　前年比＝原指数による　　前期比＝季節調整済指数による

　　　　　×＝秘匿を表す　　（その他工業）家具工業、木材・木製品工業、その他製品工業を統合したもの

表－４　　業種別出荷指数の推移

業 種 別 に 動 向 を み る と 、 秘 匿 を 除 く １ ６ 業 種 の う ち 、 生 産 用 機 械 工 業 、

電 気 機 械 工 業 、 そ の 他 製 品 工 業 な ど １ ０ 業 種 で 上 昇 し た の に 対 し 、

窯 業 ・ 土 石 製 品 工 業 、 情 報 通 信 機 械 工 業 、 輸 送 機 械 工 業 な ど ５ 業 種 で 低 下 し た 。

表－２　　業種別生産指数の推移

業種別に動向をみると、秘匿を除く１６業種のうち、生産用機械工業、電気機械工業、

そ の 他 製 品 工 業 な ど １ ０ 業 種 が 上 昇 し た の に 対 し 、 窯 業 ・ 土 石 製 品 工 業 、

輸送機械工業、紙・紙加工品工業など６業種が低下した。

H27(2015)=100

H27(2015)=100
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○在庫の動向

の１業種が低下した。

　　　注）年別指数＝原指数　　四半期別指数＝季節調整済指数　　前年比＝原指数による　　前期比＝季節調整済指数による

　　　　　×＝秘匿を表す　　（その他工業）家具工業、木材・木製品工業、その他製品工業を統合したもの

　詳細はHP「やまなしの統計」 https://www.pref.yamanashi.jp/toukei_2/index.htmlをご覧下さい。

 

業種別に動向をみると、秘匿を除く１０業種のうち、窯業・土石製品工業、生産用機械工業、

金 属 製 品 工 業 の ９ 業 種 が 上 昇 し た の に 対 し 、 紙 ・ 紙 加 工 品 工 業

表－6　　業種別在庫指数の推移

山梨県　県民生活部　統計調査課

H27(2015)=100
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